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第10回町民綱引き大会 一
 
一
 

2月2日．赤池町民会館 

〈成績〉 

男性の部 1位 3 区公民館 2 位 16支所公民館 

女性の部 1位 3 区公民館 2 位 侶支所公民館 

子どもの部 1位 5 区公民館 2位 3 区公民館 

『
 

●
灯
り
を
つ
け
ま
し
ょ
 

ぼ

ん

ぼ

り

に

 
お
花
を
 

あ
げ
ま
し
ょ
 
桃
の
花
ー
 

ご
存
知
「
ひ
な
ま
つ
り
」
 

の
歌
で
す
が
、
こ
の
曲
は
、
 

本
町
出
身
の
河
村
光
陽
氏
 

が
咋
曲
し
た
も
の
で
す
▼
 

「
雛
祭
り
」
を
テ
ー
マ
に
 

し
た
町
づ
く
り
を
し
て
い
 

る
市
町
村
は
、
日
田
市
、
 

吉
井
町
等
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
我
が
 

町
も
「
童
謡
の
町
」
で
あ
り
「
ひ
な
ま
つ
 

り
」
の
元
祖
（
?
）
で
も
あ
る
わ
け
で
す
 

か
ら
、
魅
力
あ
る
行
事
が
企
画
で
き
る
 

の
で
は
な
知
か
と
田
い
う
の
で
す
が
 

▼
 

そ
も
そ
も
雛
祭
り
は
、
桃
の
節
句
、
三
月
 

三
日
に
行
わ
れ
る
女
の
子
の
祭
り
と
さ
 

れ
て
い
ま
す
が
、
古
く
は
中
掴
か
ら
伝
わ
っ
 

た
と
さ
れ
、
三
月
の
第
一
巳
の
日
に
人
 

の
形
に
切
り
抜
い
た
紙
を
身
体
に
な
で
 

つ
け
る
と
身
の
け
が
れ
が
人
形
に
移
り
、
 

そ
の
人
形
を
お
払
い
し
川
に
流
す
と
い
 

う
習
慣
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
よ
 

う
な
華
美
精
巧
な
飾
り
に
な
っ
た
の
は
、
 

江
戸
末
期
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
▼
 

桃
の
節
句
を
聞
く
と
春
の
倒
味
だ
な
ー
 

と
感
じ
ま
す
が
、
三
月
 
「
弥
生
」
は
、
 

風
も
価
も
日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
草
 

木
が
弥
ま
し
に
生
い
茂
る
月
と
い
う
意
 

味
が
あ
り
ま
す
。
真
に
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
 

草
木
が
芽
生
え
る
季
節
で
あ
り
、
卒
園
、
 

卒
業
、
転
勤
な
ど
の
別
れ
の
季
節
で
も
 

あ
り
ま
す
▼
四
月
に
は
、
新
し
い
出
逢
 

い
や
出
発
の
と
き
を
迎
え
る
希
望
と
期
 

待
に
胸
ふ
く
ら
む
と
き
で
す
。
新
し
い
 

ス
タ
ー
ト
の
た
め
に
も
有
意
義
に
こ
の
 

時
期
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
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翻
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難
馴
麟
麟
 

議
麟
柵
麟
鱗
麟
 叫 

永
年
、
要
望
し
て
い
た
平
成
筑
豊
鉄
 

道
の
新
駅
が
、
3
月
 22 

日
田
つ
い
に
開
 

業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

生
力
肘
や
赤
池
皿
、
緑
ケ
丘
肘
等
の
 

振
興
住
宅
に
近
く
、
又
、
町
民
球
場
、
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
ス
ポ
ー
ッ
施
 

設
に
も
近
い
と
あ
っ
て
、
多
く
の
方
の
 

“
足
）
と
な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
 

し
て
い
ま
す
。
 

畔
自
然
を
守
ろ
う
ノ
み
ん
数
纏
 

】
彦
山
川
ふ
れ
あ
い
広
場
 

学童保育所入所募集 
児童クラブ（学童保育所）入所される児童を募集して 

います。 

町内の小学校低学年（原則として3 年生以下）の児 

童で、放課後、家に帰つてひとりぼっちに近い状態に 

なる児童を対象に、市場小学校の空き教室を利用して 

「児童クラブ」を実施しています。 

主な内容は次のとおりです。 

記 

実施期問 4月1日から翌年の3月31日 

実施時間 下校時から17時30分 

（夏休み等は8時～17時30分） 

保育料（月）児童1人あたり3,000 円を基本とします。 

事 業 遊びなどを通して生活指導を行い、健全育 

成を図ります。 

加入申込 所定の申込書に必要書類を添えて、役場福 

祉健康課年金福祉係ハ、お申込下さい。用紙 

も用意しています。 

詳しくは、役場福祉健康課年金福祉係 

合28 -200 4 8（内線245 ）まで 

お問い合わせください。 

お済みですか確定申告と納税は 
所得税・贈与税 3月17日（月）まで 

消費税（個人事業者）3月31日（月）まで 

なお、消費税の申告が必要な方は、平成6年1月から12 

月までの課税売上高が3千万円を超える方です。 

納税を忘れて期限を過ぎてしまいますと、未納になってい 

る税額に対して、年14.6 %（納期限から2 ケ月間は年7.3%) 

の延滞税がかかります。また、期限までに申告書を提出しな 

いと無申告加算税（申告税額の15%）がかかることがありま 

す。土曜・日曜は休みとなっていますのでご注意ください。 

（問い合せ先）田川税務署 公4 4-04 30 

か多 3月3日は「耳の日」。 
弁ソ 下I TJ話与・7にlは三lー名t,, (T) 

び 尋護苔篇藤Ii〔 
細菌やウイルスの感染、そ 

れに耳管閉塞やアレルギー 

などによって中耳腔に炎症を 

i 起こします。 

~ 主役は肺炎球菌、溶連菌インフル 

~エンザ菌、黄色ブドウ球菌などで、 

~これらの菌が鼻の後の耳管を通って 

I 中耳に侵入し、粘膜に炎症を起こし 

~ます。 

~ 鼻やのどがまずやられてその後に 

i 急性中耳炎になることが多いのはこ 

~のためで、風邪を引きやすい時期に 

~急性中耳炎も多くみられます。 

~ プールや海の水が耳から入って中 

I 耳炎になると考えられがちですが、 

~鼻や口から入るのがほとんどです。 

~ 特に鼻汁が出ていると耳管を伝わっ 

i て中耳に菌が達しやすく、水を飲ん 

！でセキこんがり 轟に水が入ると中 

~耳長にかか言可能‘住が高くな可爵。 ちに退函しまし与う。 ーーー ーー~ 

II 

上
野
橋
下
流
か
ら
市
場
小
学
校
下
流
 

ま
で
、
建
設
省
の
工
事
で
多
自
然
型
川
 

づ
く
り
に
よ
る
「
彦
山
川
ふ
れ
あ
い
広
 

場
」
が
完
成
し
ま
す
。
 

こ
の
工
事
は
災
害
復
旧
を
主
体
と
し
 

た
工
事
で
す
が
、
川
本
来
の
自
然
の
機
 

能
を
取
り
戻
す
た
め
、
虫
や
魚
や
鳥
な
 

ど
の
生
態
系
に
配
慮
し
、
石
や
木
を
主
 

な
材
料
に
し
た
護
岸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
が
、
 

集
い
、
川
に
親
し
み
、
触
れ
合
い
、
川
 

を
通
じ
て
自
然
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
 

ス
ケ
ッ
チ
広
場
や
自
然
観
察
路
、
池
な
 

ど
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
広
場
を
、
町
民
み
な
さ
ん
の
宝
 

と
し
て
大
切
に
活
用
し
て
下
さ
い
。
 

灘
麟
翻
難
灘
麟
麟
 鷺
 

駅
名
は
、
上
野
・
市
場
小
学
校
の
四
・
 

五
・
六
年
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
 
「
ふ
れ
 

あ
い
生
力
駅
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
 

3
月
 22 

日
は
、
開
業
の
式
典
を
 10 

時
 

よ
り
開
催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
が
、
 

式
典
終
了
後
、
餅
ま
き
を
行
い
ま
す
の
 

で
、
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。
 

場
所
は
、
町
民
球
場
前
の
生
力
橋
下
 

で
す
。
 

▲完成まじか「彦山川ふれあい広場」 

‘ り1」・，に ー一・葛」 
,にこ二," 

▲待望の新駅「ふれあい生力駅」 3 /22 オープン 

春
に
な
れ
ば
、
広
場
の
花
壇
に
美
し
 

い
花
が
咲
き
ま
す
の
で
、
の
ん
び
り
散
 

歩
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

尚
、
「
生
力
」
 
と
い
う
地
名
に
つ
い
 

て
、
由
来
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
と
 

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
古
書
に
基
 

づ
き
記
載
い
た
し
ま
す
。
 

※
「
生
力
」
名
の
由
来
 

昔
は
生
力
と
い
う
名
前
は
ど
こ
に
も
 

出
て
き
ま
せ
ん
が
、
福
岡
県
史
資
料
の
 

中
で
明
治
 15
 

年
、
「
生
刀
」
 
の
字
で
、
 

読
み
方
は
「
ト
ネ
」
と
あ
り
ま
す
。
推
 

測
さ
れ
る
の
は
、
長
い
年
月
に
お
い
て
 

「
生
刀
」
の
「
刀
」
 
が
 
「
力
」
に
書
き
 

違
え
ら
れ
、
現
在
の
 
「
生
力
」
 
と
変
っ
 

て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

「
ト
ネ
」
の
語
源
を
調
べ
て
み
ま
す
 

と
、
山
背
、
峠
、
石
の
多
い
土
地
と
あ
 

り
ま
す
が
、
九
州
地
方
で
は
 
「
ソ
ネ
」
 

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
そ
師
で
す
。
 

赤
池
の
古
い
町
図
と
字
図
を
照
ら
し
 

合
わ
せ
て
み
る
と
、
新
駅
に
な
る
所
は
、
 

昔
の
赤
池
と
市
津
の
境
の
尾
根
に
な
る
 

よ
う
で
す
。
又
、
古
来
よ
り
山
路
も
通
っ
 

て
い
た
と
思
わ
れ
交
通
の
要
所
と
な
っ
 

て
い
た
よ
う
で
す
。
 

「臨時福祉特別給付金」ガ 
支給されます0 

消費税の引上げに伴ない、老齢福祉年金、 

特別障害者手当ての受給者や、65歳以上の 
低所得者の方々などに対し、臨時福祉特別 

給付金が支給されることになりました。 
支給を受けようとされる方は、申請書の 

提出が必要となりますので、住所地の役場 

に3月25日までにお出しください。 
詳しくは、役場福祉健康課合28-2004 

内線（245) 

結
成
 15
 

周
年
記
念
大
会
緯
時
鍬
え
一
一
 

少
年
野
球
チ
ー
ム
・
上
野
イ
ー
グ
ル
 

ス
の
結
成
 15
 

周
年
を
記
念
し
て
、
町
内
 

外
よ
り
 24
 

チ
ー
ム
を
招
き
ト
ー
ナ
メ
ン
 

ト
戦
を
開
催
し
ま
す
。
 

〇
会
 

期
 
3
月
 16 

日
・
 
20 

日
・
 

〇
会
 

場
 
町
民
球
場
・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
 

〇
開
会
式
 

8
時
 15
 

分
（
町
民
球
場
）
 

〇
主
 

催
 
上
野
イ
ー
グ
ル
ス
後
援
会
 

〇
連
絡
先
 
後
援
会
長
・
丸
山
孝
義
 

合
 28 

1

3

5

1

4

 

※
今
大
会
に
ご
協
 

力
、
ご
支
援
下
さ
、
」
 

い
ま
し
た
皆
様
に
、
 

深
く
感
謝
い
た
し
 

ま
す
。
 

ー、．ズIdw
』
噌
，
膚
。
‘
ば
 

灘
紀
 

m
 

《

 

ー
 

透
音
偽
意
 

募⑨令 
戸
細
 

朝
の
食
卓
に
、
パ
ン
を
用
意
す
る
家
 

庭
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
 

と
焼
く
だ
け
で
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
パ
 

ン
は
、
忙
し
い
現
代
社
会
に
フ
イ
ッ
ト
 

し
た
主
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

栄
養
配
分
に
欠
け
る
パ
ン
食
 

パ
ン
の
主
原
料
は
小
麦
粉
で
す
。
そ
 

の
元
と
な
る
小
麦
を
、
お
米
の
よ
う
に
 

粒
の
ま
ま
調
理
し
て
食
べ
る
と
口
の
な
 

か
で
モ
サ
モ
サ
す
る
感
じ
が
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
小
麦
の
中
に
、
越
（
フ
ス
マ
）
 

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
入
っ
て
い
る
 

た
め
で
、
昔
の
人
は
、
小
麦
を
引
 

い
て
粉
に
す
れ
ば
、
フ
ス
マ
が
除
 

去
で
き
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
 

フ
ス
マ
を
全
部
取
り
除
く
と
き
れ
 

い
な
小
麦
粉
に
な
り
、
ふ
か
ふ
か
 

し
た
白
く
て
お
い
し
い
パ
ン
（
小
 

麦
パ
ン
H
白
パ
ン
）
が
で
き
る
わ
 

け
で
す
。
想
像
し
た
だ
け
で
、
お
 

い
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
そ
う
な
白
 

1n
? 

り
粛
）
邦
”
な
g
「
覇
ー
 

水泳の前にはよく鼻をかませること、~ 

風邪のときには泳がせないよう注意~ 

し、耳のふさがった感じや耳痛を訴I 

えたら、早めに医者に見せましょう。！ 

乳児に増えているのが頭位性中耳~ 

炎、ミルクを飲ませるとき、頭の位i 

置が低かったりして、ミルクが耳管！ 

から中耳に入りこむために起こりま~ 

す。赤ちゃんは大人に比べ耳管が太~ 

く短い上、ミルクが耳に入りやすくi 

なっているためです。 ~ 

授乳するときはしっかり頭を高め~ 

にすることが大切です。 

他に最近見られるのがロック難聴 

（ディスコ難聴）があります。時に 

ヘッドホンステレオによっても発生 

することがあります。 

日頃聞き慣れていても起こるこ 

とがあります。スピーカーの直前直 

下で聞いたりするのは、きわめて危 

険です。 

耳鳴り、めまい等がしたらただ 

春の全国火災予防運動 

町民の皆様に 
消防署赤池消防団からお願いします。 

最近、火災が多発しております。これから、 
春先にかけては、空気が乾燥し、強風（春一番） 

が吹き、火災が多く発生しますので、火の扱い 

には、十分注意してください。 

次の点を遵守してください。 
＠風向き、風速に注意し、強風時等は、焼却 

を行わないこと。 
⑨焼却を行う前に、消尖用水（水バケツ、消尖 

器等）を準備すること。 
＠消火用水で消失できる量以上は、ー度に焼 

かないこと。 

⑨常時、監視人をおくこと。 
⑨夜間は焼却を行わないこと。（日（lxiダプら日〕旦まで） 
⑥当日の作業終了時は、消火用水等で完全に 

消失し、確認すること。 
⑨火災とまぎらわしい、焼却をする場合は、 

消防署に届け田すること。 
⑨隣近所、地域が協力して「火の用心」につと 

''‘呪,. 

パジ食（まう 
栄養面も考えち 

パ
ン
で
す
が
、
近
年
こ
の
白
パ
ン
に
つ
 

い
て
気
に
な
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
 

主
食
が
白
パ
ン
だ
け
で
は
、
糖
尿
病
 

や
心
臓
病
、
大
腸
が
ん
な
ど
の
成
人
病
 

に
か
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
 

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
食
生
活
が
、
 

パ
ン
を
主
食
と
す
る
、
脂
肪
が
多
く
食
 

物
繊
維
が
少
な
い
欧
米
型
の
食
事
に
な
っ
 

て
き
て
い
る
こ
と
が
、
主
な
原
因
で
す
。
 

食
物
繊
維
だ
け
で
な
く
、
白
パ
ン
に
は
 

I
I
、
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
が
少
な
い
と
い
 

う
欠
事
「
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
小
 

r
慨
．
γ
【
」
 

釦
・
の
津
司
一
 

月りu
・‘目】U
ム
以
レ
‘
身
‘
凡
 

麦
か
ら
精
白
さ
れ
る
過
程
で
、
大
事
な
 

栄
養
素
が
ほ
と
ん
ど
削
ぎ
落
と
さ
れ
て
 

し
ま
う
か
ら
で
す
。
 

不
足
し
が
ち
の
栄
養
を
補
う
 

バ
ラ
エ
テ
ィ
ブ
レ
ッ
ト
 

そ
こ
で
着
目
さ
れ
た
の
が
、
白
パ
ン
 

に
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
 

価
を
与
え
る
こ
と
で
し
た
。
「
バ
ラ
エ
 

テ
ィ
ブ
レ
ッ
ト
」
と
い
う
名
前
で
呼
ば
 

れ
る
一
群
の
パ
ン
が
そ
れ
で
す
。
日
本
 

人
が
開
発
し
た
傑
作
「
あ
ん
パ
ン
」
も
、
 

広
い
意
味
で
こ
の
仲
間
に
入
り
ま
す
が
、
 

カ
ボ
チ
ャ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
野
 

菜
を
加
え
た
作
っ
た
「
全
粒
パ
ン
」
 

な
ど
は
、
ま
さ
し
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
 

ブ
レ
ッ
ト
で
す
。
 

主
食
と
し
て
、
パ
ン
や
ご
は
ん
 

は
毎
日
多
量
に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
主
食
の
一
 

食
当
た
り
の
栄
養
成
分
の
差
は
、
 

一
日
当
た
り
で
は
、
大
き
な
栄
 

養
摂
取
量
の
差
と
な
っ
て
表
れ
 

て
き
ま
す
。
 

現
代
人
に
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
 

ム
や
ビ
タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
を
主
食
で
 

補
う
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
は
ず
で
す
。
 

ま
た
、
食
事
は
主
食
だ
け
で
な
く
副
 

食
、
つ
ま
り
お
か
ず
も
関
連
し
て
き
ま
 

す
。
お
か
ず
の
栄
養
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
 

富
ん
だ
も
の
で
あ
れ
ば
、
白
パ
ン
で
も
 

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
食
事
内
 

容
全
体
を
見
渡
し
て
み
て
、
食
物
繊
維
 

や
ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
気
味
に
思
っ
た
ら
、
 

主
食
の
パ
ン
を
全
粒
パ
ン
な
ど
に
し
て
 

み
る
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 



m

一

 

一
 

MY TOWN TOPICS まちのわだい 一
 

麟
謙
議
曹
轟
臓
嵐
嚇
噂
R
ぐ敏敏、●×＃. 

たんのう 

日本の文化を堪能しました〇 

喜
鼻
鼻
喜
鼻
鼻
，
 
廿
喜
血
、
×
ミ
叱
，
昌
豆
耳
ミ
喜
い
．
よ
『
敏
敏
舞
喜
～
幸
喜
弾
洋
島
、
洩
 

ブラジルから、仕事と文 

化交流を兼ねて、来日され 

」た3 人の女性が、日本の文 
. 

、一一せニ化に触れたいと、 2 月1日 

平野豊美さん宅（本町）に訪 

問されました。 
き ゆう 

その日は、生花（自然流）に取り組み、一喜一憂。少しでも日 

生

演

奏

を

 

聞

き

替

が

ら

 

く

つ

ろ

ぎ

の

 

女
性
就
業
援
助
講
習
会
 

就
業
希
望
の
女
性
（
新
卒
者
は
除
く
）
 

を
対
象
に
技
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
科
 
目
 

ワ
ー
プ
ロ
 

●
定
 
員
 

20 

名
 

●
講
習
期
間
 
4
月
 16
 

日
1
5
月
 23 

日
 

・
受
講
時
間
 
W
 10 

時
ー
幽
4
時
 

．
受
講
料
 
無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）
 

●
講
習
会
場
 
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
 

●
受
 
付
 
3
月
 13 

日
困
・
 
14
 

日
囲
 

●
申
込
・
問
合
先
 

福
岡
県
女
性
就
業
 

援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
公
0
9
4
 

8
1
 23 

1
4
1
5
6

・

 

0
9
4
8

ー
 

23 

1
4
1
1
1

（
内
線
5
6
0

) 

救
急
法
一
般
講
習
会
 

．
日
 
時
 
3
月
 14
 

日
団
ー
 16 

日
卿
 

9
時
ー
 17 

時
 

本の文化がわかったでしょうか。 

1 月28日、上野小学校の音楽クラブの生徒（7人） 

が、慶寿園を訪問し、生演奏を披露。園のおじいちゃ 

ん、おばあちゃんも、突然のかわいい、、孫クの訪問 

と、一生懸命演奏する姿に拍手喝采。楽しい一時を 

過ごしました。 
I 

灘聾難麟葺麟麟~…麟麟I 難難「i 

巌

灘

麟

纏

繊

＼

欝

難

 

繊
議
（
皿
難
難
難
（
（
麟
舞
鷲
難
羅
灘
灘
灘
灘
難
」
m
鵬
 

宝
く
じ
で
施
設
が
充
実
 

平
成
8
年
度
の
コ
ミ
ユ
ニ
 

テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
受
 

託
事
業
収
入
を
財
源
に
宝
く
 

じ
の
普
及
広
報
事
業
）
で
、
 

上
野
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
 

ト
に
緑
化
推
進
の
た
め
ツ
ツ
 

ジ
・
ア
ジ
サ
イ
を
期
本
（
写
 

真
上
）
植
栽
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
町
民
球
場
に
は
、
 

安
全
対
策
の
た
め
、
防
球
不
ッ
 

ト
が
設
置
（
写
真
下
）
さ
れ
 

ま
し
た
。
宝
く
じ
の
財
源
は
 

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
役
立
っ
 

て
い
ま
す
。
 

一
 

融雄I‘批i客盛雀差』』出出：：離；喜l雄客齢飴I窪S線；;；七；き：：裏喜；,:I;;: 魁
 

'
‘
粟
敏
陣
？
曹
ぎ
笹
”
聾
喜
）
敏
雄
＼
‘
喜
＆
、
曹
『
‘
筆
4
‘
奪
事
敏
善
”
弾
』
‘
、
・
、
・
．
‘
●
・
、
、
）
？
癖
癖
癖
議
（
義
糞
排
縦
靴
肝
博
筆
敵
赫
～
峯
？
曹
 

行政相談委員をご存じですか。 

国民と行政のパイプ役＝行政相談委員 

苦情・意見・要望 解決の促進 

\ 

●
会
場
北
九
州
赤
十
字
血
」
r

、
ン
タ
ー
 

●
定
員
 
40 

名
 

●
内
容
 
応
急
手
当
の
基
本
・
心
臓
蘇
 

生
法
・
止
血
・
骨
折
の
処
置
・
三
角
 

巾
の
包
帯
・
運
搬
法
他
 

●
資
格
 
満
 15 

歳
以
上
の
健
康
な
方
 

●
経
費
 

二
千
円
 

●
申
込
方
法
 
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
 

封
筒
を
添
え
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
 

月
日
、
職
業
を
記
入
の
上
申
込
み
 

．
申
込
先
 

〒
師
福
岡
市
南
区
大
楠
3
 

1
1
1
1

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
 

部
公
0
9
2
1
5
2
3
1
1
1
7
1
 

愛
の
お
く
り
も
の
 （
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
o

水
上
サ
カ
ェ
（
新
町
）
 

故
正
o

坂
元
一
男
（
下
組
）
故
セ
ツ
ミ
o
 

海
野
法
寛
（
昭
和
町
）
故
寿
代
o

宮
崎
幸
 

子
（
車
道
）
故
百
年
o

亀
谷
佐
木
忠
（
伏
 

助
 このコーナーは田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 
。田川美術館 
田川市美術館の館蔵品展 
3月11日～3月30日 

。シルくー趣味の教室・イ協と謝旨 
3月8日・9 日＝('3時） 
田川青少年センター 

。第1回TAGAWA シティーマラソン 
3月9 日旧江0時50分 

後藤寺大橋スタート 
石炭記念公園ゴール 

金 田 町 
。町民つな弓Iき大会 
3月9日（日）9時～町民会館 

。サケの放流（彦LIIIト転訓り 
。桂小金治文化講演会 

糸 田町 
。田植祭り 3月15日田 
16時～糸田町真岡金村神社 

。町民歩け歩け大会10 時～ 
3月23日（日）筑豊緑地公園 

香 春 町 
。ふれあい朝市 

毎週日曜日9時～役場前広場 
川崎町 

田川市・山田市・川崎町 
消防相互応援協定に基づく合同訓練 
3月2日（日）7時～川崎町民会館 

赤 村 
。クリーンアップキャンペーン 

3月9日（日）村内一円 

。村民駅伝大会9時～ 
3月28日圏19時（総合会館】大 任町 

。ふれあい朝市（金田駅西口） 

毎週土曜日7時～ 

方城町 
農産物直売ふれあい市 

毎週土曜日午前9時 
町立医療センター前 

餓マラソン3月2日（日）8時30分受付 

添 田 町 
。町民バドミン大会3月9日（明時～眠体育館 
。馴厭嫁まつり3月16日肌0時加分」り 

。そえだジョイ無料開放日3月16日（日）僧済り 

。添田公園開き（歌謡ショウ）4月6日卿 
。旬の駅毎週土曜日9時～（旧伊原駅横広場） 

『アドリプ介護教室のすす曹！ 
●と き 3 月23 日（日） 一 一或鰍 

AM:10 :00-PM3 :00 卿 
●場 所 大仕レインホーホー)レ 

田川郡大任町大字大行事3090 
公 63-4832 

費 2,000 円（昼食含） 

嘩―役所 国民→ 

行政相談委員は、国民の国などの行政に対する 

苦情や要望を受け付け、構成・中立な立場から、 

その解決や実現のために活動しています。 

皆さんから寄せられた意見がきっかけで、年金 

の休日繰り上げ支給など、多くの国民が助かる制 

度改善が実現することもあります。 

国民の声が国の行政に直接繁栄できる制度とし 

て、積極的に活用してください。 

本町の行政相談委員は神野一郎さん（松本）で 

す。よろしくお願いします。 

原
）
故
キ
ク
ェ
o

平
元
ソ
ガ
ノ
（
大
浦
）
 

故
繁
o

林
道
治
（
朝
日
町
）
故
重
子
 

以
 

上
7
件
二
十
四
万
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
二
般
一
口
千
円
）
 

o
大
竹
敏
広
H
五
口
o

黒
土
ノ
ブ
H

二
口
 

【
寄
付
】
o

宮
崎
幸
子
n

五
万
円
o

小
松
 

チ
ズ
子
H

五
百
九
十
八
円
o

匿
名
H

一一
 

万
円
o

匿
名
H

一
万
円
o

匿
名
H

一
万
 

円
o

匿
名
H

千
七
百
五
十
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
福
祉
バ
ス
内
ふ
れ
 

あ
い
基
金
箱
H
九
万
三
千
五
百
十
七
円
 

【
古
切
手
】
 

o
生
力
町
H

二
千
五
百
111 

十
六
枚
 

町
民
会
館
図
書
室
 

【
書
物
】
 

o
梶
原
忠
幸
（
赤
池
町
）
H
 

単
行
本
百
二
十
冊
 

※
お
詫
び
 

2
月
号
の
田
川
交
通
安
全
 

協
会
赤
池
支
部
賛
助
会
員
で
記
載
も
れ
 

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

o
正
栄
建
設
o

赤
池
第
九
区
 

会 ・
 

とニソ〒発い八連絡先 
ー 一．~WJ 所、～、’ー 一一一 、 ，.' l一 , ' I・、山 I一 , 

、、は弄で《ーフt、て、ニフtのーじ、．、、しいらやんほめらやん 
、ー、 上ノ、 11 、吐 り ーー 一Aー、 、r、 

轟替鷲響うとラと戸l元気会ft82 3456 

人
権
に
つ
い
て
 

市
場
小
学
校
6
年
 
川

村

 拓

矢

君

 

ぽ
く
は
、
い
じ
め
や
差
別
が
き
ら
い
 

で
す
。
だ
け
ど
ぽ
く
は
、
い
つ
も
の
よ
 

う
に
妹
や
弟
を
よ
く
泣
か
し
ま
す
。
そ
 

の
わ
け
は
、
妹
と
弟
が
ぽ
く
の
い
う
こ
 

と
を
き
か
な
い
場
合
、
ぼ
く
は
つ
い
カ
ッ
 

と
な
っ
て
ぼ
う
り
ょ
く
や
、
悪
口
を
言
っ
 

て
泣
か
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

で
も
ぼ
く
は
、
学
校
で
は
絶
対
に
友
 

達
を
泣
か
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
 

家
に
帰
る
と
性
格
は
こ
ろ
っ
と
 

か
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
ぽ
く
 

は
妹
や
弟
を
泣
か
し
て
し
ま
い
 

ま
す
。
ぽ
く
は
、
も
う
し
な
い
 

よ
う
に
と
努
力
し
て
い
る
け
ど
 

そ
れ
は
、
く
せ
の
よ
う
に
体
に
 

し
み
つ
い
て
す
ぐ
に
泣
か
し
て
 

し
ま
い
ま
す
。
 

ぼ
く
は
、
 

い
つ
か
妹
や
弟
が
 

大
人
に
な
っ
た
と
き
、
し
か
え
 

し
が
 10 

倍、 

20 

倍
に
な
っ
て
か
 

え
っ
て
く
る
の
が
こ
わ
い
で
す
。
 

だ
か
ら
、
ぼ
く
は
妹
や
弟
を
泣
 

か
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

人 権 作 文 

も
し
、
ぼ
く
が
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
 

泣
か
さ
れ
た
り
し
た
ら
、
妹
や
弟
た
ち
 

の
気
持
ち
が
わ
か
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
 

ん
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
い
じ
め
ら
れ
た
 

り
し
た
ら
い
や
で
す
。
差
別
だ
っ
て
い
 

や
で
す
。
 

い
じ
め
、
差
別
が
な
く
な
っ
た
ら
い
 

い
な
ー
と
ぼ
く
は
、
思
い
ま
す
。
お
と
 

な
に
な
っ
て
も
こ
の
気
持
ち
が
続
い
た
 

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

本
当
の
人
間
性
と
は
 

市
場
小
学
校
6
年
 
永

冨

 香
代
さ
ん
 

私
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
み
ん
な
と
 

話
し
合
い
を
し
、
い
じ
め
が
ど
ん
な
に
 

人
を
き
づ
つ
け
て
し
ま
う
の
か
、
人
間
 

と
し
て
ど
ん
な
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
 

と
か
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
友
達
が
い
 

じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
見
て
な
 

い
ふ
り
を
し
て
い
る
の
も
い
じ
め
で
す
。
 

(12月の人権旬間で募集した作文です。） 
ど
ん
な
に
強
い
人
で
も
、
注
意
し
て
 

助
け
あ
っ
て
は
げ
ま
し
あ
っ
て
 

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
 

す。 出
逢
え
る
友
達
は
少
な
い
の
 

だ
か
ら
、
そ
の
友
達
と
仲
良
く
 

し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
 

い
じ
め
は
自
分
に
き
ず
を
つ
 

け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
相
手
 

ま
で
き
ず
を
残
し
て
し
ま
い
ま
 

す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
相
手
 

は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
 

な
い
の
で
す
。
い
い
面
で
は
な
 

く
悪
い
面
で
。
と
て
も
悲
し
い
 

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
私
は
、
ク
ラ
ス
で
き
め
た
 

き
ま
り
を
守
っ
て
心
の
や
さ
し
く
広
い
 

人
間
に
な
り
ま
す
。
 

ど
ん
な
に
ス
タ
イ
ル
が
よ
く
っ
て
も
、
 

ど
ん
な
に
頭
が
良
く
て
も
だ
め
な
の
で
 

す
。
い
じ
め
を
し
な
い
で
ど
ん
な
と
き
 

も
助
け
会
え
る
人
こ
そ
が
、
本
当
の
人
 

間
で
す
。
 

そ
ん
な
人
間
を
私
は
め
ざ
し
て
、
が
 

ん
ば
り
た
い
で
す
。
 

⑩

 40
 

時
間
労
働
制
る
1
あ
 

平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
、
 

一
週
間
 

の
法
定
労
働
時
間
が
全
面
的
に
週
 40 

時
 

間
制
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
週
 40 

時
間
制
 

の
実
施
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
 

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
詳
し
く
は
、
田
川
労
働
基
準
監
督
署
 

第
一
課
容
 42
 

1
0
3
8
0
ま
で
 

福祉センターの行事 
受
一
 

ー 

ョー 

ー

音

た

て

て

早

く

も

雨

に

春

の

雪

 

西
郷
里
末
子
一
 

一
＼
チ
フ
 

ー 
茶

と

白

の

レ

ト

口

の

街

の

四

温

か

な

 

小
場
 
妙
子
 
一 

一 

‘ 

※
投
旬
歓
迎
I
・
連
絡
先
小
場
妙
子
（
本
町
三
）
容
 28 

・
三
〇
五
〇
 

一 

［

ー

ー

i

ー
ー
ー
ー
・
ー
 

ー

ー

ー

・
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・
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・

ー
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ー

・
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。休 館 日 1 日、2日、8日、9日、15日、16日、 

20日、22日、23日、29日、30日 

。I浦己ごと市臓日 7日、17日、27日 

（午前11時～午後3時30分まで） 

。健康相談日 11 日 

（午前10時00分～午後2まで） 

。仏教講演会 な し 

。演 芸 入館者の方へご自由に 
舞台を提供しています。 

、。福祉バス運行 平常どおり運行します。 \ IロlI山I ’ノ、一I J I 巾、ー 勺J ノー― 」レ。、’o ノ

会
 

一 

句
 
選
一
 

館
 
歩
一
 

民
 

一一
 

公
 

一一
 

町
 
田
一
 

池
 
池
一
 

す

す

ぎ

物

冬

日

を

追

っ

て

掛

け

直

す

 

末
松
ト
モ
子
 
一 

紅

梅

を

紙

飛

行

機

の

か

す

め

飛

ぶ

 

大
久
保
昭
女
一
 

春

矩

健

父

の

残

せ

し

辞

書

を

引

く

 

大
森
孝
美
栄
 
一 

紅

梅

も

白

に

負

け

じ

と

ふ

く

ら

み

て

 

吉

田

 

弘
 
一 

早

梅

に

心

ほ

ぐ

し

 て

浬

繋

寺

 へ
 

熊
谷
 
陶
子
 
一 

輪
 
塔
 
の
 
鈍

き

 光
 
や
 
浬
 
繋
 
西
 
風
 

大
久
保
幸
子
 
一 

鳥

も

地

に

伏

し

て

嘆

き

の

混

繋

変

 

水
上
 
翠

人

一
 

似

た

や

う

な

身

の

上

話

雪

の

宿

 

池
田
 
駒
女
 
一 

3月●4月の啓発学習会 

午後7 時30分～9 時 

月 日 実 施 地 区 場 所 

3 月13 日（わ 猿 畑 猿畑集会所 

3 月27日困 9 支 所 赤池隣保館 

4 月10日困 岩 屋 団 地 岩屋団地集会所 

4 月24日困 10 支 所 第10支所集会所 

イ／ ＼× 

囲碁同好会だより 
2 月例会優勝者 

Aパート臼木政美（赤池NT) 

B パート 中村三郎（岩屋組） 

3 月例会 

3月9 日（日曜日） 

9:30 ---16:.30 

町民会館和室 

※同時に初心者囲碁講座も行なっ 
ていますので多数参加くださ 
い。 

Fユ車；全；犀上しI 

× 

利
き
さ
う
な
阿
蘇
の
濁
り
温
泉
牡
丹
鍋
 

選
 
者
 
吟
 



価
 

(
 

保
 

健
 

ン
 

ー
 

×
 

●
三
種
混
合
（
母
子
手
帳
を
持
参
の
事
）
 

3
月
 12
 

日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
 

●
乳
児
相
談
（
母
子
手
帳
を
持
参
の
事
）
 

3
月
 17
 

日
囲
 

町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14
 

時
 30
 

分
 

●
一
才
半
健
診
（
母
子
手
帳
を
持
参
の
事
）
 

3
月
5
日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30
 

分
 

平
成
九
年
度
老
人
生
き
甲
斐
対
策
 

「
老
人
農
園
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
0
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
下
次
 

男
会
長
）
で
は
、
町
の
委
託
に
よ
り
、
 

「
老
人
農
園
」
事
業
の
参
加
者
を
募
集
 

し
ま
す
。
 

．
期
間
 
4
月
1
日
ー
和
3
月
 31
 

日
 

●
参
加
で
き
る
方
 

①
町
内
居
住
の
 60
 

歳
以
上
の
方
（
但
 

し、 

80
 

歳
で
退
園
と
な
り
ま
す
）
 

米穀販売業の登録を実施します。 

計画流通米の販売業を営むには、県知事の登 

録を受けることが必要です。このたび、米穀販 

売業の登録を実施しますので、新たに販売業を 

行おうとする方は、登録申請を行ってください。 

申請期間 4月1日～4 月30 日 

登録 日 6月1日 

申 請先 小売業についてはお近くの福岡県 

飯塚農林事務所公0948-21一4953 

卸売り業については県庁農業振興課 

詳しくはお近くの福岡県飯塚農林事務所（農政 

課）または県庁農業振興課(TEL県庁内線3363）へ、 

事業主の皆様へ 

仕事の新シーズンは年度更新から 

労働保険（雇用保険・労働保険）の保険料の中告・ 

納付は4月1日から5月20日までとなっています。 

）労働保険年度更新は、各種助成金制度の運営 

や労働者の生活保障および福利厚生を充実させ 

るための大事な手続きです。お早めにお済ませ 

ください。 

⑥申告・納付は最寄りの銀行・郵便局などの金融 

機関で行ってください。 

（申告書の下部の納付書は切り離さずご提出く 

ださい。） 

⑥現地受付・納付相談について 

県内各地で申告書の記入方法、納付について 

のご相談をお受けするための現地受付・納付相談 

を行います。ご利用ください。 

役場職員人事異動 

2月I日付で次の通り 
課長職の異動が行われました。 

〇議会事務局長＝徳永清隆（税務課長） 

〇税 務 課 長＝河野進一（社会教育課長） 

右福祉健康課長＝宮崎春美（町立病院事務長） 

〇同和対策課長＝木月 政弘（議会事務局長） 

〇産業振興課長＝柴田武巳（同和対策課長） 

〇水 道 課 長＝青木 等（産業振興課長） 

〇学校教育課長＝田口龍男（水道課長） 

〇社会教育課長＝長谷川孝（学校教育課長） 

〇町立病院事務長＝中原和義（福祉健康課長） 

( ）内はI日職名 

町のうでき 
人 口 10,334 (+18) 

男 4,844 (+12) 

女 5,490 (+6 ) 

世帯数 3.710 (+9 ) 

平成9年1月31日現在 

( ）は前月比 
1 Th 

②
健
康
で
軽
作
業
の
で
き
る
方
 

③
家
族
、
近
親
者
の
同
意
が
あ
る
方
 

④
医
師
の
了
承
が
あ
る
方
 

●
申
込
み
 
赤
池
町
福
判
セ
ン
タ
ー
 

公
 28 

1

4

6

4

6

 

※
申
込
書
は
福
祖
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
 

赤
池
町
役
場
福
祖
健
康
課
で
用
意
し
 

て
い
ま
す
。
 

※
な
お
、
健
康
診
断
書
を
一
通
用
意
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

●
締
切
り
 
3
月
 25 

日
因
ま
で
 

※
定
員
（
 30
 

名
）
に
な
り
次
第
締
め
切
 

り
ま
す
。
 

、

、

、

 

ー
 

（
交
通
死
亡
事
故
多
発
）
 

／
ノ
ー
 

、
＼
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
 

ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
／
 

※
交
通
事
故
に
よ
り
、
 
一
万
人
以
上
の
 

方
が
死
亡
し
、
九
十
万
人
以
上
の
方
が
 

負
傷
し
て
い
ま
す
。
 
49
 

分
間
に
一
人
が
 

大
切
な
命
を
失
い
、
 
34 

分
間
に
一
人
が
 

負
傷
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

※
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し
、
 

適
切
な
車
間
距
離
を
保
ち
、
交
差
点
 

な
ど
十
分
な
安
全
確
認
を
 

※
飲
酒
運
転
は
、
厳
禁
で
す
。
（
絶
対
）
 

※
運
転
中
は
、
携
帯
電
話
の
使
用
を
や
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

※
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
締
め
て
。
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
よ
り
 

、、 

ノノ 

電
方
消
費
税
4
月1
日
か
、
姦
也
 

地
方
消
費
税
は
、
国
の
税
金
で
あ
る
 

消
費
税
と
同
時
に
、
国
内
で
の
販
売
、
 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
お
よ
び
輸
入
さ
れ
る
 

貨
物
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
都
道
府
県
 

税
で
す
。
 

税
率
は
、
消
費
税
（
4

%
）
額
の
 25
 

%
 

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
消
費
税
率
に
 

換
算
す
る
と
1
％
相
当
で
す
。
し
た
が
っ
 

て
、
地
方
消
費
税
と
消
費
税
の
合
割
で
 

は
5
％
と
な
り
ま
す
。
 

地
方
消
費
税
は
、
最
終
的
に
消
費
さ
 

れ
た
都
道
府
県
の
収
入
に
な
る
よ
う
消
 

費
に
関
連
す
る
指
標
に
基
づ
き
都
道
府
 

県
間
で
清
算
さ
れ
、
そ
の
2

分
の
1

は
 

市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

地
方
消
費
税
や
市
町
村
へ
の
交
付
金
 

は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
貴
重
な
財
 

源
と
し
て
、
身
近
な
行
政
に
生
か
さ
れ
 

ま
す
。
 

ご
み
等
の
不
法
投
棄
は
 

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
0
 

『
み
な
さ
ま
の
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
）
 

〈
か
ら
ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
を
ー
 
『 ノ

 

最
近
、
各
地
で
ご
み
な
ど
の
不
法
投
 

棄
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
“
ご
み
や
空
か
ん
ー
が
 

自
然
環
境
を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
 

悪
臭
や
ニ
次
汚
染
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

町
内
一
円
の
清
潔
の
 

保
持
と
環
境
美
化
の
た
 

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

菜
の
花
や
、
つ
き
は
東
 

に
日
は
西
に
、
蕪
村
の
名
 

句
で
す
が
、
も
う
こ
ん
な
 

季
節
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
 

寒
い
寒
い
と
身
を
縮
め
 

ー
ン
 

て
原
稿
を
書
い
て
い
た
か
 

/
/
／
ノ
 

と
田
い
え
ば
、
 

ア
ッ
と
い
う
 

／レ、 

間
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
 

候
と
な
り
ま
し
た
。
「
ひ
な
ま
つ
り
」
に
 

欠
か
せ
な
い
桃
の
花
も
咲
く
頃
で
す
し
、
 

も
う
少
し
す
る
と
桜
の
花
が
満
開
と
な
 

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
花
に
は
見
た
目
の
 

美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
可
憐
な
姿
 

に
心
を
打
た
れ
た
り
、
季
節
の
移
ろ
い
 

を
感
じ
さ
せ
た
り
、
人
の
心
を
優
し
く
 

豊
か
に
し
て
く
れ
る
不
思
議
な
力
を
感
 

じ
ま
す
。
最
近
、
見
る
こ
と
が
な
い
花
 

で
、
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
 

が
、
猫
柳
（
ね
こ
や
な
ぎ
）
で
す
。
 

上
野
の
福
智
川
沿
い
を
歩
く
と
、
上
 

流
の
ほ
う
で
少
し
見
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す
。
黄
白
色
の
花
を
穂
状
に
つ
け
、
銀
 

色
の
毛
を
密
生
し
、
猫
の
毛
を
か
ぶ
っ
 

て
い
る
よ
う
だ
と
見
ら
れ
こ
の
名
が
つ
 

い
た
そ
う
で
す
。
近
頃
、
す
こ
し
セ
ン
 

チ
メ
ン
タ
ル
な
気
分
で
す
。
 

口
 

〇 〈てフ 


